
学校教育目標 「失敗を恐れず挑戦し続ける、心豊かな子どもの育成」
令和８年１０月８日（木）No.１４

文責：校長 藤田 元之
浅小ＨＰ

合言葉「浅内小は家族」

９月２５日、秋晴れの空の下、マラソン大会となべっこ会を行いました。
マラソン大会では、一人一人が自分の目標に向かって力いっぱい走りました。最後まであきらめずに

走り切った後は、いよいよお楽しみのなべっこ会です。
高学年が調理を担当し、縦割り班ごとにきりたんぽ鍋を囲みました。マラソンで力を使ったこともあ

り、お腹はぺこぺこ。どの班も食欲旺盛で、鍋を完食する班が続出しました。
私自身も小学生の頃、なべっこを経験しました。今では市内でも行う学校が少なくなってきました

が、浅内小では、こうした昔からの行事を大切に受け継いでいます。学年を越えて一緒に鍋を囲み、み
んなで味わう時間は、浅内小ならではの大切な思い出の一つです。
マラソン大会では、一人一人が自分な

りのめあてを決めて臨みました。マラソ
ンは、友達との競争であると同時に、自
分との戦いでもあります。苦しくなった
ときにも、あきらめずに一歩一歩走り続
ける子どもたち。走り終えた後の顔は、
みんな充実感に満ちていました。
また、走るだけでなく、応援にも力が

入っていました。走っている友達に「頑
張れ！」「あと少し！」と声をかける子
どもたち。その声は、きっと一人一人の
背中を押してくれたことと思います。
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９月５日は桜組（自立活動）、１１日は５年松組（外国語）、１０月１日は３年松組（図画工作）で、外

部指導者をお招きし、「授業を見合う会（校内授業研究会）」を行いました。

２学期は、子どもたちにとって学びがさらに深まる時期です。だからこそ、私たち教師も、よりよい授業

を目指して学び続けています。

授業では、全教職員で子どもたちの学ぶ姿を参観し、「ここがよかった」「こんな方法を取り入れてみた

い」と、互いの授業から学び合います。授業後には、外部指導者からいただいた助言をもとに協議を行い、

その内容を全職員で共有しています。

教師が学び、授業を変えていくことが、子どもたちの「わかった」「できた」「もっとやってみたい」に

つながります。これからも、子どもたちの学びをより豊かなものにするために、教職員みんなで授業改善に

取り組んでいきます。

９月２７日（日）、毎年恒例のＰＴＡ清掃活動を行

いました。

浅内小学校の現在の木造校舎は、今年で20年を迎え

ます。これまで子どもたちや地域の皆様に大切に使っ

ていただき、今もきれいな状態が保たれています。

この日は、普段なかなか手の届かない場所を中心

に、皆さんで分担して清掃しました。また、体育館で

は、古くなった不要なラインテープを剥がす作業にも

取り組んでいただきました。おかげさまで、校舎も体

育館も、さらに気持ちよく使えるようになりました。

学校は、子どもたちが毎日過ごし、学ぶ大切な場所

です。これからも、みんなで大切に使いながら、この

木造校舎を次の世代へつないでいきたいと思います。

休日にもかかわらず、ご協力いただいた保護者の皆

様、本当にありがとうございました。

学校の取組に関するアンケートへの回答、あり

がとうございました。結果は、次号以降でお知ら

せします。なお、いただいたご意見は、職員間で

共有し、改善策等について協議しています。

マラソン大会、な

べっこ会の際、６年

THさんのお家か

ら、全校児童に梨を

いただきました。あ

りがとうございま

す。


